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１．概要（Summary） 
BL11XU にて開発が進められてきた核ブラッグモノクロ

メータを用いた放射光メスバウアー分光法 ［1］ の最近の

発展により，放射光を用いたメスバウアー “エネルギー”

スペクトルの測定が，物質・物性研究の実用レベルに到

達しつつある。この手法は，薄膜試料に対しても実用レベ

ルに達し ［2］ ，大学実験室レベルでの同位体密封線源

を用いたコンベンショナルなメスバウアー分光法では容易

ではない，円偏光光源を用いた実験 ［3］ や試料通電状

態での実験 ［4］ が可能になってきた。今回我々は，ここ

半年あまりで新たに開発されてきた「内部転換電子検出

法」を用いた測定セットアップを「円偏光光源」と組み合わ

せ，強い界面反平行磁化結合がみられる Fe/Fe3O4積層

膜の埋もれた界面の局所的な結晶構造と磁性を探ること

を目的とした。

２．実験（目的,方法）（Experimental） 
ビームライン BL11XU の実験ハッチ 1 に設置されてい

る核ブラッグモノクロメータを備えたメスバウアー分光装置

を用い，Fe/Fe3O4積層膜試料に対し，全反射（斜入射）

光学系セットアップでメスバウアーエネルギースペクトルを

測定した。試料の上流の光路上にダイヤモンド移相子を

挿入し，左右の円偏光を光源としてスペクトル測定を行っ

た。その際，これまで用いられてきた試料全反射Ｘ線を

NaI シンチレーションカウンターで検出する方法に代えて，

試料から放出される内部転換電子をガス比例カウンター

で検出する方法を用い，検出効率と S/N 比の向上を図っ

た。

３．結果と考察（Results and Discussion） 

内部転換電子検出法により期待通り S/N 比の向上がみら

れ，この方法が薄膜の試料環境に制約のない室温で円偏

光光源を用いた測定などに極めて有効な方法であることが

実証された。また，円偏光光源を用いることにより，

Fe/Fe3O4積層膜の Fe 側界面および Fe3O4側界面の局所

的な磁気モーメントの方向（印加磁場に対して平行か反平

行か）に関する情報が，これまで以上に明確に得られた。こ

れらの情報を元に新たな界面構造・界面磁性モデルが構築

され，強い界面反平行磁化結合の機構解明が進められつ

つある。
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